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行 政 相 談

役所のしごとのことで、こまっ
たことや苦情、その他ご意見があ
りましたら、どしどしおよせくだ
さい。専門の行政相談委員がお受
けしています。毎月第二木曜日午
後1～4時。区役所本庁舎区民相
談室

あ
き
地
か
ら
雑
草
を
一
掃

健
全
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

こ
と
し
も
、
六
月
が
近
づ
弌
キ
り

ン
草
、
ブ
タ
草
な
ど
の
雑
草
が
繁
殖
す

る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
あ
き
地
に
細

草
が
あ
る
と
カ
や
(
エ
の
発
生
源
と
″

り
ま
す
。
咋
年
は
草
刈
事
業
の
初
年
ぼ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
事
業
の
目
的
、

内
容
な
ど
の
ご
理
解
が
十
分
で
な
か
っ

た
た
め
、
雑
草
の
茂
っ
て
い
る
あ
き
地

の
半
分
く
ら
い
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
場
所
は
、
青
少
生

の
シ
ン
ナ
ー
遊
び
弋

痴
漢
の
格
好
の

場
所
に
な
っ
た
り

、
ま
た
、
雑
草
の
お

い
茂
っ
て
い
る
周
辺
に
住
ひ
人

た
ち

は
、
花
粉
で
気
管
を
悪
く
し
た
例
が
あ

り
ま
す
。

区
で
は
、あ
き
地
の
管
理
の
適
正
化

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、区
民
の
み
な

さ
ん
が
気
持
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
「あ
き
地
の
管
理
の
・
適
正
化
に
関

す
る
条
例
」通
称
(
草
刈
条
例
)
に
基

づ
い
て
、
こ
と
し
も
こ
の
よ
う
な
環
渣

を
す
べ
て
な
く
す
た
め
、
眷
と
秋
に
鑿

殲
す
る
ブ
タ
草
対
策
に
力
を
入
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

雑

草

の

刈

り

取

り

は

自

主

的

に

あ
な
た
の
空
地
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
、
雑
草
や
か
ん
木
な
ど
を
お
い
茂
っ

た
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
防
火
・

防
犯
の
う
ぇ
か
ら
も
危
険
で
す
の
で
、

雑
草
を
刈
り
取
り

、
近
所
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

雑

草

を

刈

り

取

る

に

は

所
有
者
は
自
分
で
雑
草
を
刈
り
取
る

の
が
一
番
経
済
的
で
す
。
雑
草
を
刈
り

取
る
機
材
が
な
い
時
は
、
あ
き
地
の
名

い
区
域
の
出
張
所
に
草
刈
機
を
備
え
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
寔

だ
、
自
分
で
刈
り
取
れ
な
い
場
所
は
区

に
委
託
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

時
の
委
託
料
は
除
草
一
平
方
M
あ
た
り

二
十
五
円
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
区
で
危
険
な
状
態
の
あ
き
柚

で
あ
る
と
判
断
し
た
時
は
、
所
有
者
に

一
定
の
期
限
内
に
雑
草
を
取
り
除
く
よ

う
指
示
し
ま
す
。
し
か
し
、
や
っ
て
い

た
だ
け
な
い
と
き
は
、
さ
ら
に
強
く
勧

告

し

ま
す

が

、
そ

れ
で

も

草

を

刈
り

取

ら

な

い
場

合

は

、
区

が
草

刈

り

を
業

者

に

行

な

わ
せ

、
そ

の

費
用

を

所
有

者

か

ら

徴

収
し

ま

す

。
こ

れ
は

行

政

代
執

行

法

に

基

づ

く
代

執

行
で

す

か

ら

、
そ

こ

ま

で

い

か
な

い

う

ち

に
刈

り

取

っ
て

く

だ

さ

い

。

く

わ
し

い

こ

と
の

問

い

合

わ

せ

や
除

草

委

託
の

申

込

み

は

、
区

役

所

保
健

衛

生

係

へ

ど
う

ぞ

。

▼
あ
き
地
の
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る

条
例
(
概
略
)

□
目
的…
あ
き
地
の
管
理
の
適
正
化
を
　

図
る
こ
と
に
よ
り
、

'生
活
環
境
を
保
　

全
し
、
も
っ
と
健
康
で
安
全
な
住
民
　

生
活
を
確
保
す
る
こ
と
(
閧
法
第
一

条
)

□
所
有
者
等
の
責
務
…
あ
き
地
の
所
有

者

ま
た

は

管

理
者

は

、
当

咳

あ
き

地

を
危

険

な

状

態

に
な

ら

な

い
よ

う

常

に
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
(
同
法
第
三
条
)

あ
き
地
―
現
に
人
の
使
用
し
て
い
な
い

土
地

危
険
な
状
態
―
雑
草
(
か
ん
木
を
含
む
)

が
繁
茂
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、
住
民
の
健
康
を
害
し
、
犯
罪
を
発

生
さ
せ
る
等
生
活
環
境
を
著
し
く
そ
こ

な
う
状
態

こうなる前に刈り取りを!

緑
の
大
敵

ア
メ
・
ヒ
ト
の
退
治
を

こ
と
し
も
つ
ゆ
を
間
近
に
び
か
え
、

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
す
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
幼
虫
は
、
プ

ラ
タ
ナ
ス
や
桜
、
柳
な
ど
の
葉
を
好
ん

で
食
べ
る
害
虫
で
、
毎
年
多
く
の
樹
木

が
荒
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
・
ヒ
ト
の
繁
殖
期
は
、
六
月
初

旬
か
ら
七
月
中
旬
ま
で
と
、
h
a
八
月
中
旬

か
ら
九
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
の
年
二
回
、

こ
の
時
期
を
の
が
す
と
、
分
敵
し
て
手

に
負
え
な
く
な
り
ま
す
。

繁
殖
率
の
高
い
ア
メ
・
ヒ
ト
を
退
治

す
る
に
は
、
幼
虫
の
巣
を
枝
ご
と
切
り

取
っ
て
、
焼
い
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
一
軒
で
す
る
よ
り
何

軒
か
協
同
で
し
た
り
、
町
ぐ
る
み
で
し

た
方
が
、
い
っ
そ
う
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。薬

剤
散
布
に
必
要
な
噴
霧
機
は
、
各

出
張
所
で
無
料
で
お
貸
し
し
て

い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
メ
・
ヒ
ト
を
退
治
し
、
町
を
緑
で

い
っ
ぱ
い
に
し
ま
し
f
つ
。
ご
相
談
は

区
役
所
土
木
部
庶
務
係
へ
ど
う
ぞ
。

老人医療証の
適用範囲広がる

―該当する方は申請を忘れずに―

い
ま
ま
で
、
七
十
歳
以
上
の
老
人
に

お
送
り
し
て
い
る
医
療
証
(
医
療
費
無

料
の
証
書
)
は
、
老
人
本
人
と
、
老
人

―を
扶
養
し
て
い
る
方
の
所
得
が
一
定
以

下
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

東
京
都
で
は
、
七
月
盲

か
ら
老
人

を
扶
養
し
て
い
る
方
の
所
得
制
限
は
廃

止
し
、
老
人
の
所
得
の
み
で
対
象
を
含

め
る
こ
と
に
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
医

廉
証
の
発
行
事
務
は
区
で
行
な
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

□
対
象七

十
歳
以
上
の
都
民
で
、
所
得
税
か

住
民
税
が
踝
せ
ら
れ
な
か
っ
た
方
。

た
だ
し
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

□
助
成
の
方
法

病
院
、
診
療
所
、
医
院
な
ど
に
保
険

証
と
こ
の
医
療
証
を
提
示
す
れ
ば
、
保

険
の
き
か
な
い
も
の
を
除
き
、
無
料
で

受
診
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
都
外
の
医

療
機
関
で
は
特
定
の
病
院
以
外
は
医
療

証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

□
申
請
手
続

医
療
証
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
爾
書
は
往
復
(

ガ
キ
で
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
五
月
三
十
一
日

ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

今
回
、
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
た
の
は
、

六
月
三
十
日
ま
で
に
七
十
歳
以
上
と
な

る
方
で
す
。
該
当
す
る
方
で
(
ガ
キ
か

と
ど
か
な
い
方
は
、
国
民
年
金
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
書
に
添
付
す
る
一
類
は

不
要
で
す
が
、
今
年
の
一
月
二

日
以
降
に
足
立
区
に
転
入
し
た

方
は
、
前
住
地
の
区
市
町
村
か

ら
課
税
(
ま
た
は
、
非
課
税
)

証
明

を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

□
医
療
証
の
発
行
時
期

六
月
三
十
日
ま
で
に
七
十
歳

に
な
り
、
該
当
す
る
方
に
は
、

六
月
末
頃
ま
で
に
医
療
証
を
お

送
り
し
ま
す
。
医
療
証
は
七
月
1

日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
有
効
で
す
。

□
七
月
以
降
に
七
十
歳
に
な
る
方

今
回
は
、
(
ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
せ

ん
が
、
今
後
は
毎
月
、
七
十
歳
に
な
る

前
月
中
に
(
ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
す
。
(

ガ
キ
が
と
ど
き
ま
し
た
ら
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

医
療
証
は
、
七
十
歳
に
な
っ
た
日
か

ら
有
効
で
す
。

□
医
療
証
を
お
持
ち
の
方

す
で
に
、
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
は

有
効
期
限
が
十
月
三
十
一
日
ま
で
で
す

の
で
、
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
ハ
ガ
キ
は
お
送

り
し
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

□
お
問
い
合
わ
せ

こ
の
医
療
証
に
つ
い
て
わ
か
ら
ぬ
こ

と
な
ど
は
、
区
役
所
国
民
年
金
課
給
付

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

円切上げに伴う影響調査

280件 の回答から

円

切
上
げ
の
し
わ
よ
せ

下
請
業
者
に

こ
の
ほ
ど
区
で
は
、
区
内
中
小
企
業

者
が
昨
年
秋
の
円
切
上
げ
で
、
ど
の
程

度
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
輸
出
関
連
製
品
を
取

り
扱
っ
て
い
る
企
業
を
対
象
に

一
、
円
切
上
げ
後
の
輸
出
成
約
状
況
成

約
条
件
の
変
化

二
、
円
切
上
げ
後

親
企
業
か
ら
の

発
生
状
況
・
発

生
条
件
の
変
化

三
、
変
化
に
伴
う

対
応
策

に
つ
い
て
調
査
し

二
八
〇
件
の
回
答

を
得
ま
し
た
。

そ
の
集
計
結
果

は
次
の
と
お
り
で

す
。輸
出
成
約
状

況
で
は
減
少
し
た

も
の
が
六
〇
%
、

特
に
変
化
な
し
と

答
え
た
も
の
三
五
%
で
、
総
体
的
に
は

減
少
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

輸
出
成
約
条
件
で
は
、
回
答
者
の
九

〇
%
以
上
か
価
格
の
値
引
き
を
要
求
さ

れ
て
お
り
、
畏
期
契
約
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

下
請
企
業
で
は
親
企
業
か
ら
の
発
注

の
減
少
が
六
一
%

、
特
に
変
化
な
し
三

六
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
発

注
条
件
で
は
単
価
の
値
引
き
お
よ
び
発

注
量
の
減
少
が
七
四
%
も
占
め
、
ま
た

支
払
条
件
が
悪
化
し
て
き
た
等
、
下
請

企
業
は
か
な
り
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
影
響
へ
の
対
応
策
と
し
て
は

新
製
品
の
開
発
、
多
角
化
を
図
り
、

国
内
向
け
製
品
へ
の
転
換
を
め
ざ
す
。

ま
た
、
企
業
合
理
化
に
よ
り
コ
ス
ト
・

ダ
ウ
ン
を
図
る
等
か
な
り
積
極
的
対
策

を
考
え
て
い
る
企
業
が
多
い
よ
う
で
す

が
一
都
下
請
関
係
企
業
に
は
、
親
企
業

の
方
針
待
ち
や
転
廃
業
の
意
見
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

区
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
参
考
に

各
種
融
賢
制
度
の
整
備
拡
充
を
図
る
な

ど
、
今
後
の
対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。企

業

の経

営

相

談

に

は

商
工
会
議
所
経
営
相
談
所
(
区
役
所
商

工
係
内
　
(
(
一
上
(
九
五
二
)

の
ご
利
用
を

経

済

講

演

会

(
入
場
無
料
)

日
時
―
六
月
五
日
(
月
)
午
後
六
時
か
　

ら
七
時
三
十
分
ま
で

場
所
―
産
業
振
興
館
(
区
役
所
隣
り
)

'
テ
―
マ
ー
「
円
・
こ
れ
か
ら
の
行
方
」

講
師
―
邱
永
漢
(
経
済
評
論
家
)

中

小

企

業

向

け

経

営

資

金

貸

付

け

▽
運
転
資
金
一
企
業
百
万
円
利
率
　

七
・
八
%

▽
設
備
資
金
一
企
業
二
百
万
円
利
率
　
八
・

三
%

お
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
区
役
所

商
工
係
へ
。

古
い
写
真
を

お
貸
し
く
だ
さ
い

区
で
は
、
戦
前
・
戦
後
の
足
立
区

の
様
子
が
わ
か
る
写
真
を
も
と
め
て

き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
に
多

く
の
方
か
ら
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
(
上
掲
の
写
真
は
、
本
木
四

丁
目
の
葉
本
茂
一
さ
ん
提
供
に
よ
る

昭
和
初
期
の
荒
川
の
様
子
)
な
お
現

在
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
写
真
を
さ

が
し
て
い
ま
す
。
お
持
ち
の
方
は
ぜ

び
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
広
報
担
当
職

員
が
お
宅
へ
お
伺
い
し
ま
す
。

○
昭
和
初
期
の
綾
瀬
・
舎
人
・
小
台

・
宮
城
・
新
田
の
様
子
が
わ
か
る

写
真

〇
足
立
区
の
敬
災
関
係
、学
童
疎
開
、

青
空
教
室
に
つ
い
て
の
写
真

○
そ
の
ほ
か
、
足
立
区
に
関
し
て
参

考
と
な
る
写
真

な
お
、
写
真
採
用
の
方
に
は
配
念

品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

連
絡
先
=
区
役
所
広
報
(
内
線
七

一
一
～
七
一
三
)

図書館・区民福祉センターだより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
綾
瀬
一
丁
目
五
上
七
　
　
六
〇
五
-
七
―
〇

■
こ
ど
も
映
画
会
　
六
月
四
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
一

時
三
十
分

映
画
「
せ
む
し
の
子
馬
」

■
映
画
会
と
音
楽
ク
イ
ズ
　
六
月
十
(
日
(
日
)
午
後
―
時
三
十
分
　

映
画
「
白
鳥
の
王
子
」

■
ス
ラ
イ
ド
と
お
話
　
六
月
十
日
(
土
)
ス
ラ
イ
ド
「へ
や
」他

二
十
四
日
(
土
)
ス
ラ
イ
ド
「柴
右
衛
門
ダ
ヌ
キ
」他
い
ず
れ
も

午
後
三
時
か
ら

■
フ
ォ
―
ク
ソ
ン
グ
　
六
月
十
(
日
(
日
)
午
後
二
時
か
ら

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
―

関
原
二
丁
目
一
〇
上
O
　
　

八
八
九
―
―
四
八
四

■
日
掌
舞
踊
を
み
る
会
　
五
月
二
十
一
日
(
日
)
午
後
一
時
か
ら

■
紙
ね
ん
ど
人
形
作
り
五
月
二
十
日
(
土
)
・
二
十
四
日
(
水
)

午
後
一
時
か
ら

■
ち
び
っ
こ
劇
団
発
表
会
　
五
月
二
十
一
日
(
日
)
午
後
一
時
か
ら

■
こ
ど
も
映
画
会
　
五
月
二
十
(
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
映

画
「
赤
い
風
船
・
秋
吉
台
の
生
物
」

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿
浜
二
丁
目
二
四
―
二
　
　

八
九
七
一
五
〇
一
六

■
こ
ど
も
映
画
会
　
五
月
二
十
一
日
(
日
)
…
わ
た
り
鳥
・
昔
と
今

の
交
通
・
竜
の
子
太
郎
二
十
(
日
(
日
)
…
も
ん
し
ろ
ち
ょ
う
・

狼
少
年
ケ
ン
・
お
か
し
な
お
か
し
な
星
の
国
・
森
の
王
様

時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら

■
わ
ら
べ
う
た
練
習
会
　
五
月
二
十
四
日
(
水
)
・
二
十
五
日
(
木
)

・
三
十
一
日
(
水
)
午
後
二
時

―
ギ
タ
ー
練
習
会
五
月
二
十
日
(
土
)
・
二
十
七
。9
(
土
)
午
後

二
時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
―

千
住
元
町
三
四
―
一
　
　

八
八
二
―
二
七
六
五

■
こ
ど
も
映
画
会
　
五
月
二
十
(
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
～
三

時

映
画
「
わ
ん
ぱ
く
王
子
の
大
蛇
退
治
」

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
　
五
月
二
十
日
(
土
)
・
二
十
七
日
(
土
)
午

後
二
時
I
二
時

〈
各
セ
ン
タ
ー
と
も
、
月
曜
日
は
休
館
し
ま
す
〉

□
中
央
図
書
館

梅
田
七
丁
目
匸
〒
一

八
四
〇
-
四
六
四
六

▽
映
画
会
　
毎
週
日
曜
日
午
前
十
一
時
か
ら

館
内
ホ
ー
ル

▽
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
毎
月
第
二
・
四
土
曜
日
午
後
二
時

▽
第
十
一
回
郷
土
資
料
展
　
(
月
三
十
一
日
(
木
)
ま
で
、旧
花
畑
　

村
の
古
資
料
を
も
と
に
し
て
、
花
畑
資
料
展
か
開
催
さ
れ
ま
す
。

□
千
住
図
書
館

千
住
竜
田
町
七
丿
二

八
八
一
-
一
九
九
四

▽
映
画
会

毎
週
日
曜
日
午
前
十
時
か
ら

□
宮
城
図
書
館

宮
城
一
丁
目
二
七
一
八

九
一
三
-
〇
四
六
〇

▽
映
画
会
　
毎
月
第
四
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら

▽
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら

□
新
田
図
書
館

新
田
三
丁
目
一
四
-
一

九
一
二
-
一
七
六
七

▽
映
画
会
　
毎
月
第
四
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら

▽
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
正
午
か
ら

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7101　西部福祉事務所897- 5011
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家
庭
―
―
マ
マ
の
保
健
手
帳―
―

初
夏
の
子
ど
も
の
病
気

千
住
保
健
所
長
　
菅
原
円
雄

一
年
中
で
五
月
と
十
一
月
は
小
児

科
の
先
生
が
小
休
止
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
く
ら
い
、
お
子
さ
ん
の
病
気

が
少
な
い
月
で
、
麻
疹
(
は
し
か
)
、

蹣
紅
熱
、
肺
炎
な
ど
も
お
さ
ま
り
か

け
て
き
ま
し
た
。
一
の
消
化
器
系
の

病
気
の
始
ま
る
ま
で
の
こ
の
五
月
は

小
児
に
と
っ
て
快
適
な
期
間
で
す
。

こ
の
時
期
に
、
「
子
ど
も
の
日
」
が

あ
る
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

こ
う
し
た
時
期
は
、
体
力
を
つ
け

る
の
に
絶
好
で
す
。
厚
着
が
ら
薄
着

に
し
、
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
大
気
の

中
で
、
日
光
浴
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
紫
外
線
の
浴
び
す
ぎ
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
生
後
一
、
二
か
月

か
ら
始
め
ま
す
が
、
足
の
方
か
ら
徐

々
に
し
、
始
め
約
五
分
、
そ
れ
か
ら

二
、
三
十
分
ぐ
ら
い
ま
で
に
し
て
く

だ
さ
い
。
五
月
の
大
気
に
あ
て
、
日

光
浴
を
さ
せ
る
か
、さ
せ
な
い
か
は
、

こ
れ
か
ら
の
季
節
を
丈
夫
に
す
ご
さ

せ
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

さ
て
病
気
が
少
な
い
と
い
っ
て
も

全
然
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

五
月
か
ら
七
月
の
始
め
に
か
け
て
、

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
「
口
内
炎
」
が
多

く
出
ま
す
。
二
歳
か
ら
四
歳
ぐ
ら
い

の
幼
児
に
多
い
病
気
で
す
が
、
赤
ち

ゃ
ん
も
、
歯
が
は
え
る
よ
う
に
な
る

と
か
か
り
ま
す
。
元
気
だ
っ
た
の
に

急
に
た
べ
も
の
を
は
く
、
三
九
度
ぐ

ら
い
の
熱
が
出
る
、
も
の
を
全
然
食

べ
な
い
、
ミ
ル
ク
も
あ
ま
り
ほ
し
が

ら
な
い
、翌
日
は
熱
が
さ
が
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「の
ど
ち

ん
こ
」の
根
元
の
両
側
に
、小
さ
い

水
ぶ
く
れ
ま
た
は
赤
い
米
粒
ぐ
ら
い

の
点
が
で
き
、こ
れ
が
痛
い
の
で
、ミ

ル
ク
も
飲
み
た
が
り
ま
せ
ん
。よ
だ

れ
が
多
く
口
が
く
さ
い
。熱
は
上
っ

た
り
下
っ
た
り
、二
、三
日
つ
づ
く

こ
と
も
あ
り
、ひ
き
つ
け
易
い
子
は

熱
の
た
め
ひ
き
つ
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。原
因
は
、コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ

イ
ル
ス
で
、
特
別
き
く
薬
は
あ
り
ま

せ
ん
が
余
病
を
お
こ
す
心
配
は
ま
ず

な
く
、
四
、
五
日
で
な
お
り
ま
す
。

ま
た
、今
ま
で
熱
を
出
し
た
こ
と

の
な
い
赤
ち
ゃ
ん
が
六
か
月
を
す
ぎ

て
始
め
て
三
八
度
を
こ
す
熱
を
出
し

た
ら
、ま
す
突
発
性
発
疹
(
略

し
て
突
発
疹
)
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

二
、三
日
で
は
熱
が
さ
が
ら
ず

四
日
目
に
熱
が
さ
が
り
ま
す
　
(

三
日
は
し
か
は
風
彦
で
別
の

病
気
)
。こ
の
病
気
は
ウ
ィ
ル

ス
で
す
。
し
か
し
突
発
疹
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
て
、
四
日
目
に

な
っ
て
も
熱
が
さ
が
ら
な
い
と

き
は
、
ほ
か
の
病
気
を
考
え
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
こ
と
し
は
気
候
が
不
順

で
す
の
で
、
扁
桃
線
炎
、
咽
頭
炎
、

気
管
支
炎
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
か
ぜ
」

が
冬
に
劣
ら
ず
案
外
多
い
。
暖
か
く

な
っ
た
と
は
い
え
朝
晩
冷
え
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
う
ち

溶
血
性
連
鎖
球
菌
に
よ
っ
て
感
染
す

る
と
、
そ
の
後
腎
炎
、
リ
ウ
マ
チ
が

続
発
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
腎
炎
で
は
ま
ず
、
熱
が
出
て
だ

る
く
元
気
が
な
い
と
い
っ
た
不
安
定

症
状

。尿
量
が
減
る
、尿
に
蛋
白
が
出

る
、顔
・
四
肢
の
む
く
み
が
き
ま
す
。

し
か
し
、
ひ
ど
い
も
の
で
は
な
く
比

較
的
よ
い
経
過
を
と
っ
て
冶
り
ま
す

が
、
こ
じ
ら
せ
る
と
後
ま
で
影
響
し

ま
す
。こ
う
い
う
症
状
の
時
に
は
、

医
師
に
か
か
り
、適
切
な
冶
療
を
し

て
、安
静
・
保
温
・
食
事
療
法
(
特

に
域
塩
に
注
意
)
な
ど
に
気
を
く
ば

り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、喘
息
・
湿
彦
な
ど
ア
レ
ル

ギ
ー
性
の
疾
患
も
多
く
で
ま
す
。
喘

息
は
気
象
と
大
変
関
係
が
あ
る
と
も

い
わ
れ
、
や
っ
か
い
な
病
気
で
す
。

湿
疹
は
で
き
る
だ
け
石
け
ん
で
洗
う

こ
と
は
避
け
、
局
所
に
は
剌
戟
の
な

い
軟
膏
類
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
他
の
病
気
も
あ
り
ま
す
が
、
以
上

い
ず
れ
に
し
ろ
早
期
に
、
が
が
り
つ

け
の
先
生
に
診
て
も
ら
う
こ
と
を
お

す
す
め
い
た
し
ま
す
。

◆
消
費
者
教
室

テ
ー
マ
　
「
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の

く
ら
し
む
き
は
ど
う
な
る
か
」

日
時
　
五
月
二
十
四
日
(
水
)
午
後

二
時
三
十
分～
四
時

場
所
　
東
海
銀
行
千
住
支
店
(
T
住

二
丁
目
五
九
)
◇
入
場
無
料
◇

講
師
　
青
木
茂
氏
(
経
済
評
腕
家
)

※
く
わ
し
く
は
、
区
役
所
商
工
係
へ

〝赤ちゃん、丈夫でね

足
立
の史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
( 4)

―
千
住
大
橋
　
そ
の
四―勝

山
準
四
郎

千
住
河
岸
船
便
の
立
役
者
が
、
川
越
夜
船
で
あ

る
。
川
越
と
江
戸
の
閭
を
定
期
的
に
就
航
し
、
川

越
を
お
よ
そ
午
後
四
時
頃
出
帆
し
、
千
住
河
岸
へ

朝
万
着
く
の
で
い
つ
し
か
川
越
夜
船
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

「
'
、「
ア
ー

千
住
出
て
か
ら
、
エ
ー

牧
の

野
ま
で
は

竿
も
ろ
か
い
も
手
に
つ
か
ぬ
」

「
「
、(
ア
ー
千
住
橋
戸
は
、エ
ー
鋤
(
い

か
り
)
か
繝
か
上
り
下
り
の
船
と
め
る
」
ご
存
知

千
住
節
は
、
こ
の
夜
船
船
頭
衆
の
船
歌
で
あ
っ

た
。
千
住
宿
へ
の
情
緒
が
綿
々
と
唄
わ
れ
て
い
る
　
(

注
牧
の
野
は
現
千
住
緑
町
の
あ
た
り
)
。

一
昨
年
二
月
十
九
日
川
越
市
で
の
N
H
K

「
ふ

る
さ
と
の
歌
ま
つ
り
」
に
、
曹
の
船
頭
三
兄
弟
が

会
場
か
ら
こ
の
川
越
舟
歌
を
放
送
し
た
の
を
お
聞

き
の
方
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
今
も
そ
の
歌
詞

は
八
十
余
り
も
収
録
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
そ

れ
だ
け
に
こ
の
夜
船
の
醪
史
は
長
い
。
記
録
に
よ

る
と
、
寛
永
十
五
年
、
川
越
の
大
火
で
類
焼
し
た

東
照
害
の
再
建
賢
材
を
新
河
岸
川
を
利
用
し
て
江

戸
か
ら
運
ん
だ
の
が
起
こ
り
と
か
。
三
百
三
十
余

年
の
昔
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
格
的
に
な
っ
た
の
は
そ
の

十
年

後
、
松
平
儻
綱
が
川
越
城
主
と
な
っ
て
、
今
の
新

河
岸
の
地
に
河
岸
場
を
開
い
て
か
ら
と
の
こ
と
。

当
初
は
雇
の
蔵
米
を
江
戸
に
運
び
出
す
の
が
目
的

で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
次
第
に
生
活
物
賢
か
ら
旅

客
も
乗
せ
る
よ
う
に
な
り
、
区
域
も
藩
内
か
ら
他

領
ま
で
広
が
っ
て
衍
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
新
而

岸
付
近
だ
け
で
も
五
河
岸
に
な
り
、
船
問
屋
の
黔

も
増
し
、
最
盛
時
に
は
こ
こ
だ
け
で
三
十
軒
に
も

な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
屋
は
、
み
な
七
、
八
十
石
船

を
五
、
六
隻
持
っ
て
就
航
さ
せ
て
い
た
と
言
う
か

ら
、
そ
の
繁
目
ぶ
り
が
偲
ば
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

余
談
な
が
ら
、
昔
ほ
ど
水
運
の

利
用
は
真
釧

で
、
今
は
顳
り
み
ら
れ
な
い
ど
ん
な
細
い
水
流
で

も
、
上
手
に
活
用
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
馬
の

背
で
も
米
俵
は
二
俵
、
大
(
車
で
も
四
、
五
俊
が

精
一
ぱ
い
の
時
に
、
こ
の
川
越
船
は
二
百
五
十
俵

づ
つ
運
ん
だ
と
言
う
が
ら
有
雛
さ
が
身
に
し
み
る

わ
け
で
あ
る
。

今
、
大
構
の
た
も
と
か
ら
そ
の
盛
時
を
知
る
由

も
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
出
発
点
東
上
線
新

河
岸
の
東
方
一
キ
ロ
新
河
岸
の
中
心
旭
橋
上
か
ら

ま
わ
り
を
な
が
め
て
も
、
水
流
は
細
く
河
岸
跡
も

定
か
で
な
く
、
出
船
入
船
に
賑
っ
た
お
も
か
げ
は

浮
ん
で
こ
な
い
。
僅
か
に
近
く
に
残
る
旧
船
問
屋

伊
勢
安
(
斉
藤
氏
)
家
に
残
る
写
真
や
記
録
が
当

時
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
資
料
の
一
つ
に
、
明
治

十
二
年
の
早
船
運
賃
改
正
の
広
告
が
あ
る
が
、
荷

物
は
一
駄
(
四
十
貫
)
、
乗
客
は
一
人
各
十
五
銭

と
あ
り
、
船
積
問
屋
と
し
て
千
住
橋
戸
町
粉
袰
吉

太
郎
の
名
が
連
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
二
十

一
年
の
広
告
に
は
急
船
、
早
船
、
並
船
の
名
を
連

ね
、
「
右
毎
日
五
船
づ
つ
出
船
侯
皀
」
と
あ
り
、

や
は
り
粉
屋
吉
太
郎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
て
繁
栄
し
た
川
越
船
も
、
明
治
の
後
半
川
越
・

へ
の
鉄
道
の
開
通
と
、
新
河
川
の
九
十
九
曲
り
と

称
さ
れ
た
水
路
改
修
で
水
皿
が
が
く
ん
と
減
り
、

昭
和
六
年
通
船
停
止
と
な
っ
て
そ
の
歴
史
に
終
止

符
が
打
た
れ
た
。

(
枡
屋
さ
ん
に
つ
い
て
ご
存
知
の
方
が
あ
っ
た

ら
ご
教
示
を
乞
う
)

(
こ
の
項
終
り
、
次
は
千
住
橋
戸
町
)

新河岸川を通る川越舟

からだを鍛え よう
区民健康体操の集い

〝
健
全
な
る
精
神
は
、
健
全
な
る
ル

体
に
宿
夕
と
い
わ
れ
ま
す
。
区
教
一

委
員
会
で
は
、
日
頃
、
"
勣
不
足
を
感
に

て
い
る
区
民
の
み
な
さ
ん
に
、
手
軽
y

簡
単
な
体
操
を
通
じ
て
、
健
康
な
体
力

づ
く
り
そ
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
匯

民
健
康
体
操
の
集

い
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
ど
う
ぞ

ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
-
六

月
十
二
日
(
月
)
・

十
三
日
(
火
)
・

十
五
日
(
木
)
・

午
後
六
時
三
十
分～
八

時
三
十
分

会
場
-
足
立
区

体
育
館

参
加
対
象
上

般
区
民
(
学
生
は

除
き
ま
す
)

定
員
-
百
名
(
申
込
み
順
で
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
)

講
師
-
都
立
江
北
高
校
教
諭
・
吉
岡

償
太
郎
先
生
他
三
名

講
習
の
内
容
-
山
健
康
体
操
の
実
技

咄
家
庭
で
も
剥
れ
る
体
力
テ
ス
ト

参
加
費
-
無
料

申
込
み
先
-
所
定
の
申
込
み
m

胝
、

ま
た
は
、
往
阪
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
年
令
・
職
業
・
迎
絡
先
(
肥
が
)
を

明
紀
の
う
え
、
区
教
弯
委
阿
会
休
召
課

へ
(
〒
匸
一
〇
足
立
区
千
住
。
-丁
目
五

〇
)
き
(
八
二
上

二

一
内
五
(
九

※
参
加
者
は
、
体
操
の
し
や
す
い
服
装

と
、
運
動
靴
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

意
義
の
あ
る
豊
か
な

青
春
時
代
を
過
ご
す
た
め
に

私
た
ち
を
取
り
ま
く
状
況
は
ま
す
さ

す
複
雑
で
す
。
と
く
に
青
年
期
に
あ
ろ

人
び
と
が
抱
え
て
い
る
問
題
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
問
題
を
個
人

の
立
場
で
考
え
る
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
で

考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幅
の
あ
る
知

恵
を
生
ひ
こ
と
が
で
き
、
力
も
発
揮

」

ま
す
。

そ
こ
で
区
教
育
委
員
会
で
は
、広
く

青
年
一
般
を
対
象
に
、集
団
活
動
の
訊

要
性
や
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
「グ

ル
ー
プ
活
動
講
座
を
開
き
ま
す
。若

い
人
た
ち
は
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
-
六
月
二
十
七
日
(
火
)

～
七
月
二
十
日
(
木
)
の
八
日
間
(
毎

週
火
曜
・
木
曜
日
)
午
後
七
時
～
九
時

な
お
、
本
講
座
で
は
、
「
青
年
の
生
活

と
サ
ー
ク
ル
」
「
青
年
団
体
の
も
つ
童

磯
」
「
畋
ゲ
ー
ム
」
そ
の
他
、
日
常
生

活
に
プ
ラ
ス
と
な
る
内
容
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

会
場
-
足
立
区
青
年
館

応
募
資
格
-
区
民
青
年
一
般

会
費
-
無
料

募
集
人
員
-
五
十
名
(
申
込
み
順
で

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

申
込
み
先
-
所
定
の
用
紙
を
添
え

て

、
次
の
い
ず
れ
か
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
青
年
館
　
足
立
区
西
新
井
一
一
四
!
　

一
七
　
　
八
九
〇
-
〇
〇
六
一

▽
区
教
育
委
員
会
青
少
年
係

八
八
二
上
一
一
一
内
五
八
六
～

七
(
電
話
で
の
申
込
み
も
ど
う
ぞ
)
　

キ
ャ
ン
プ
道
具
を
お
貸
し
し
ま
す

区
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
団
休

登
録
の
届
出
を
し
て
い
る
団
体
に
、
テ

ン
ト
、
は
ん
ご
う
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
道

具
一
式
や
、
紙
芸
居
の
貸
出
し
を
行
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

区
立
中
部
保
育
園
の
電
話
番
号

が
変
更
に
な
り
ま
し
た

新
　
八
四
〇
-
四
六
六
六

旧
　

八
八
九
-
一
四
八
一

国

保

の

保

険

料

納

付

は

納

付

書

か

口

座

振

替

で

三
月
ま
で
は
、
区
役
所
の
職
員
が
国

民
健
康
保
険
料
を
徴
収
に
伺
つ
て
い
ま

し
た
が
、
四
月
か
ら
納
付
一
か
口
座
振

替
で
納
め
て
い
た
だ
く
「
自
主
納
付
制

度
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

納
付
書
に
よ
る
納
付
は
、
ほ
民
税
や

旧
民
年
金
と
同
じ
で

、
都
内
の
銀
行
・

信
用
金
庫
・
慣
用
組
合
の
各
本
・
支

沾
、
都
内
の
郵
便
局
、
足
立
農
協
本
・

叉
店
へ
納
付
し
て

い
た
だ
く
も
の
で

す
。口

庫
振
替
は
、
今
年
度
か
ら
新
し
く
設
け

ら
れ
た
も
の
で
、
区
内
の
金
融
機

関
(
郵
便
局
や
I
除
く
)
の
預
金
口
座
か

り
毎
月
自
動
的
に
支
払
う
方
法
で
す
。

乙
希
皇
の
方
は
、
区
役
所
二
階
国
保
課

か
取
引
先
の
金
融
機
関
に
お
申
込
み
く

こ
さ
い
。
ま
た
、
区
外
(
都
内
に
限
る
)

り
金
融
機
関
を
利
用
さ
れ
て
い
て
、
口

齟
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
区
役
所
国

衆
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
込
み
用

枇
を
お
送
り
し
ま
す
。

掲

示

板

■

新

作

家

具

見

本

市

足
立
区
は
優
秀
な
家
具
の
生
産
地

と
し
て
定
評
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

び
区
と
足
立
家
只
組
合
連
合
会
の
共

催
で
、
次
の
よ
う
に
新
作
優
良
家
具

見
本
市
を
鬨
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
間
六
月
十
五
日
(
木
)
～
十
六

日
(
金
)
/
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
場
都
立
産
菎
'
館
台
東
館
(
台

東
区
花
川
戸
二
丁
目
六
-
五
)
　
(

四
四
-
六
一
五
一

交
通
期
間
　
東
武
線
浅
草
駅
下
車
徒

歩
五
分
(
浅
草
寺
付
近
)

■

東

京

都

職

員

募

集
　

―
大
学
卒
程
度
―

都
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一

日
以
降
採
用
予
定
の
職
員
(
大
学
卒

程
度
)
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

職
種
-
事
務
A
(
一
般
行
政
事
務
)

/
事
務
D
(
都
内
公
立
小
中
学
校
事

務
)
/
土
木
/
建
築
/
機
械
/
一
気

受
験
資
格
-
学
歴
を
問
わ
ず
昭
和

二
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
六

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

試
験
日
-
昭
和
四
十
七
年
七
月
二

日
(
日
)

申
込
み
期
間
-
持
参
の
場
合
は
六

月
一
日
(
木
)
か
ら
六
月
三
日
(
土
)

ま
で
郵
送
の
場
合
は
五
月
三
十
一
日
(

水
)
ま
で
の
消
印
あ
る
も
の

申
込
み
先
と
問
合
せ
―
東
京
都
人

事
委
員
会
嘔
杤
局
任
用
鮖
試
鞅
課
　
(

〒
一
〇
〇
　
千
代
田
区
有
楽
町
二

I
匸
二
啝
以
交
通
会
館
九
階
)

二
一
二
-
六
九
六
四

※
申
込
書
は
都
庁
第
一
・
第
二
庁

舎
案
内
所
、
区
役
所
受
付
・
第
二
庁

舎
管
理
係
・
各
福
祉
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。

■
水
洗
ト
イ
レ
に

改
造
し
ま
し
ょ
う

都
で
は
、
一
定
の
条
件
を
備
え
か

方
に
、
下
水
道
の
私
道
排
水
設
備
な

ら
び
に
水
洗
便
所
の
助
成
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
千
住
地
又

の
大
部
分
は
、
昭
和
四
十
八
年
三
月

三
十
一
日
で
、
こ
の
交
付
で
き
る
釦

限
が
き
れ
。
こ
れ
ら
の
助
成
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

、
水
淬

化
も
で
き
る
だ
け
こ
の
期
間
内
に
行

な
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
助
成
条
件
、
助
成
金
額
な

ど
に
つ
い
て
は
、
次
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
局
北
部
第
一
管
理
事
務
所

業
務
課
助
成
係

(
〇
二
-
四
六
二
一
(
代
表
)

■
「
声
の
お
知
ら
せ

」
は

区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
発
行

し
て
い
る
「
声
の
お
知
ら
せ
」
は
、

今
月
か
ら
東
部
・
西
郎
・
中
部
・
千

住
の
各
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
お
き

か
せ
し
ま
す
。耳
か
ら
楽
し
い
「お
知

ら
せ
」
を
と
男
め
て
い
ま
す
の
で
、

お
と
し
よ
り
の
方
も
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
区
政
に
関
す
る

「
世
論
調
査
」に
ご
協
力
を

特
集
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り

区
で
は
〈
調
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い

足
立
〉
を
目
標
に
畏
期
基
本
計
画
を

ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
こ
の
計
画
を

基
本
に
区
の
行
政
や
施
設
を
整
備
し

て
い
き
ま
す
が
、区
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
考
え
、そ
の
ご
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、こ
の
ほ
ど
世
論
諞

査
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
の
内
容
は
―
―
生
活
環
境
、

住
宅
事
情
、
人
口
移
動
、
流
動
、公

共
施
設

、区
政
一
般
、区
政
認
識
、

お
答
え
い
た
だ
く
方
に
つ
い
て
、
な

ど
で
す
。

調
査
は
ク
ジ
引
き
に
よ
っ
て
、
三

千
二
百
四
十
人
の
方
に
お
願
い
し
ま

す
。こ
の
桔
果
は
す
べ
て
一
子
計
算

機
で
統
計
的
に
処
理
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
個
人
に
は
い

。さ
い
ご
迷

惑
が
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
員
が
お
伺
い
し
た
お
宅
で
は
、

ご
面
倒
で
も
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
「
区
展
」開
催
の
お
知
ら
せ

洋
画
・
彫
塑
・
書
道

区
と
区
教
弩
委
員
会
で
は
、
第
六

回
足
立
区
展
を
次
の
よ
う
に
開
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
期
間
　
洋
画
・
彫
塑
の
都
一

五
月
二
十
九
日
(
月
)
ヱ
(
月
三
日
　
(

土
)
書
道
の
紘
上
(
月
五
日
(
月
)
?
 

十
日
(
土
)
午
前
九
時
~
午
後
六
時

▽
会
場
　
区
役
所
七
階
大
会
議
室

困っ たときは

民生(児童)委員に
民
生
(
児
竃
)

委
員
は
、福
祉

行
政
の
協
力
機

関
で
す
。生
活

保
護
・
心
身
障

害
者
・
老
人
や

児
童
な
ど
で
、

お
困
ま
り
の
方

は
近
く
の
委
員

に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。(
敬
称

略
)

第2地区民生委員名簿―その2―
出張所　 氏 名　 住 所　 電 話
第19　　 大 津 あぐり　〃　4- 8- 18　889- 8923
〃　　　田 所 竹 松　 青#3- 2- 11　886- 8140
〃　　　石 井 勇　〃　3- 7- 4　889- 8947
〃　　　桜 井 な を　弘道1- 2- 16　887- 0120
〃　　　山 川 宏　〃　1- 36- 8　889- 4000
〃　　　久保田 敏 雄　 〃　2- 19- 22　887- 3707
〃　　　斉 藤 金四郎　 〃　2- 19- 25886- 5852
〃　　　須 川 コ ウ　〃　2- 24- 10887- 3475
〃　　　昼 間 乂 蔵　 〃　2- 30- 11889- 0343

東綾瀬　 山 崎 ッ ネ　東和1- 2- 6　605- 0104
〃　　　梶 本 丶ゝ ね　〃　1- 10- f 3　605- 1444
〃　　　山 梨 銃次郎　 〃　3- ・9- f 6　605- 6228
〃　　　宮 田 正 悦　 綾瀬2- 23- 10　602- 1445
〃　　　若 泉 与 吉　 〃　6- 7- 5　606- 4700
〃　　　吉 田 作 太郎　 〃　7- 16- 18　605- 7664
〃　　　高 橋 政太郎　 〃　5- 14- 18　605- 2324
〃　　　関 口 も と　 谷中2- 11- 9　605- 1861
〃　　　臼 倉 は な　東綾瀬1- 18- 2　4605- 4029

柬栗原　　井 出 ハ マ　 青#4- 44- 19　887- 4762
〃　　　伊 藤 定 久　〃　5- 18- 22　887- 0601
〃　　　石 鍋 吉 造　 六町8- 14　884- 0330
〃　　　平 田 政 光　 青#4- 1- 2　　　
〃　　　村 田 幸太郎　 中央本町4- 13- 13　887- 3491
〃　　　青 木 将 一　 青#6- 23- 16　887- 8934
〃　　　豊 田 恒 夫　 平野2- 3- 3　883- 6913
〃　　　鈴 木 慱　　東栗原2150　884- 2933
〃　　　谷古宇 い ち　〃　2232　885- 0576
〃　　　中 山 敬 次郎　 中央本町3- 3- 21　889- 8967

■ 防災はくらしの中の合言葉 ■ 各郵便局では「沖縄復帰記念定額預金」の増強運動を実施中


